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	第24節　河川施設等災害予防計画
	　総務課　経済課　建設水道課


　過去の災害の実績や堤防の強度等を勘案して、特に注意を必要とする地域として指定されている重要水防区域（資料５－１参照）を中心に堤防等の点検を行い、安全性の向上を図るため河川の整備を行うとともに、未改修河川の整備を進める。また、森林の保水機能を高めることが、下流域での水害防止に役立つため、治山事業を推進する。

１　県管理河川の災害予防（建）

　　県管理の１級河川は、高瀬川をはじめ何本も、住宅地や農地を囲むように流下しているため、洪水が発生した場合に影響が大きい。そこで、緊急性の高い箇所から順次河川改修が進められているが、更に要改修箇所の要望をするなど関係機関と連携して安全性の確保に努める。

２　村管理河川の災害予防（建）

　　風水害に強い地域づくりを目指し、未改修河川の整備が必要である。このため、施設整備計画により、河川管理施設の整備を図る。

３　浸水想定区域内の災害予防（総）

　(１)　浸水想定区域内の災害時要援護者関連施設の名称・住所・管理者等及び施設に対する洪水予報等の伝達方法（ＦＡＸ、メール、電話等）を定め、警戒避難体制の確立等防災体制の整備について指導する。

　(２)　災害時要援護者関連施設、自主防災会等と連携を図り、災害の発生を想定した連絡・通報、避難誘導等に係る訓練を実施する。

４　治山対策（経）

　(１)　本村の山間部は、中小河川の水源地となっているため、森林の保水機能を高めることが、下流域での水害防止に役立つ。このため、伐採場所については、早期植林・補植を行い、山地土砂の流出等の防止に努める。

　(２)　保安林の指定申請及び保安林としての機能が低下している箇所の造林、治山事業を推進する。
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